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金
木
海
洋
セ
ン
タ
ー
 

プ
ー
ル
こ
案
内
 

昨
年
は
二
万

一
千
人
の
入
館
者
 

（
、H
標
を
上
回
る
に
ぎ
わ
い
ぷ
リ

で
し
た
。
今
年
も
ど
う
ぞ
多
数
の

ご
利
用
お
願

い
し
ま
す
。
 

幼
児
川
も
あ
リ
ま
す
の
で
、

一
】
 

家
族
揃
っ
て
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
 

利
用
上
の
心
得
 

■

人
館
無
料
で
す
。
 

■

利
川
方
法
 

年
齢
に
制
限
あ
リ
ま
せ
ん
。
 

ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。
 

団
休
で
利
用
（
一
一
十
名
以
上
）
 

す
る
場
合
は
利
川
申
込
し
て
下

さ
い
。
 
（電
話
可

）
 

利
用
上
の
注
意
を
よ
く
守

リ
ま
し
ょ
う
。
（
プー
ル
に
掲
示
）
 

■

開
館
日
 

一
、
九
月
三
十
日
ま
で
。
但
し
、
 

以
後
も
高
水
温

の
場
合
は
十
月

十
五
日
ま
で
延
長
す
る
。
 

ニ
、
毎
週
火
、
水
、
木
、
金
、
土
、
 

日
曜
日
及
び
祝
祭
日
と
す
る
。
 

■

利
用
時
問
 

一
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
九
時

ま
で
。
 

一
、小

・
中
学
生
は
午
後
六
時

ま
で
。
但
し
、
家
族
と
一
緒
の
場

合
は
午
後
九
時
ま
で
。
 

■

休
館
日
 

一
、
月
曜
日
と
祝
祭
日
の
翌
日
で
 

す
。
 

ニ
、
プ
ー
ル
の
水
温
が
二
十
度
 

以
下
の
と
き
。
 

■

お
問
合
せ
は
、
 

金
木
海
洋
セ
ン
タ

ー
 

廿
五
ニ
ー
四

O
ニ
五
 

金
木
町
教
有
委
貝
会
 

雷
九
．一
．ー
二

一
一
一
内
線
四
七
 

へ
《
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
町
 



道路新設舗装・側溝 

整備費2,500万円など 

般会計1億4,700万円補正する 

昭和63年度一般会計予算総額 

29億8,旧6万円に 

昭
和
六
十
三
年
第
百
二
十

四
回
金
木
町
議
会
定
例
会
は
、
 

去
る
六
月
十
四
日
か
ら
十
七

日
ま
で
の
四
日
間
に
わ
た
っ

て
開
か
れ
ま
し
た
。
 

本
定
例
会
は
、
昭
和
六
十

三
年
度
金
木
町

一
般
会
計
補

正
予
算
案
ほ
か
十
六
件
及
び

議
員
提
案
一
件
合
わ
せ
て
十

八
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
 

開
会
初
日
の
十
四
日
は
町
長
 

の
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
っ

て
散
会
、
十
五
日
は
議
案
熟

考
の
た
め
休
会
。
 

十
六
日
は
、
 一
般
質
問
が

行
な
わ
れ
、
農
政
、
観
光
等

町
政
全
般
に
わ
た
っ
て
審
議

さ
れ
た
後
、
条
例
、
子
算
等

全
議
会
案
が
原
案
通
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
 

huIll田川I川川金木だより ② 

／
 

、
 

る
全
町
民
を
対
象
と
し
た
、「町

発
展
を
考
え
る
懇
談
会
」
（仮
称
）
 

を
で
き
る
だ
け
多
く
開
催
し
、
 

今
後
町
発
展
の
た
め
努
力
す
る
。
 

中
国
「

無
錫
市
」
表
敬
訪

問
に

つ
い
て
 

中
国
三
干
五
百
年
の
歴
史
の

中
か
ら
学
ぶ
点
は
た
く
さ
ん
あ

っ
た
。
国
の
構
造
自
休
は
ち
が

う
も
の
の
、
中
国
で
は
農
家
が

い
ち
ば
ん
豊
か
で
あ
る
。
そ
う
 

審

議

さ
 
れ

た
議
案
 

一
、昭
和
六
十
三
年
度
金
木
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
の
件

一
一
、
昭
和
六
十
」
軍
度
金
木
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
事
業勘

定
）
補
正
予
算

（
第
一
号
）
の
件
 

一1
1、金
木
町
立
芦
野
集
会
所
設
置
条
例
の
件
 

金
木
町
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
件
 

金
木
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
喬
の

件
 

金
木
町
に
お
け
る
町
有
役
肉
用
雌
牛
の
無
償
貸
付
等
に
関
す
る

条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
件
 

背
森
県
市
町
村
等
非
常
勤
職
貝
公
務
災
害
補
償
等
組
合
規
約
の
 
 

一
部
を
変
更
す
る
規
約
の
件
 

肯
森
県
消
防
補
償
等
組
合
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約
の
件
 

金
木
町
教
育
委
員
会
委
貝
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件
 

専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め
る
件
 

（
昭和
六
十
二
年
度
金
木
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
七号
）
 

土
、
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め
る
件
 

（
町
有
自動
軍
事
故
に
係
る
和
解
（
示
談
）
及
び
損
害
賠
償
の
 

額
を
定
め
る
件
）
 

主
、
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め
る
件
 

（
金
木町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）
 

支
、
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め
る
件
 

（
金木
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）
 

高
、
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め
る
件
 

（
昭和
六
十
二
年
度
金
木
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
八
号
）
 

主
、
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め
る
件
 

（
金
木町
ポ
ニ
ー
使
用
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
）
 

尖
、
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め
る
件
 

（
昭
和六
十
三
年
度
金
木
町
一
般
会
計
補
正
子
算

（
第
一
号
）
 

（
議員
提
案
）
国
内
農
産
物
自
給
率
向
上
並
び
に
農
業
基
本
政
策
 

の
確
立
に
関
す
る
要
望
決
議
の
提
畠
に
つ
い
て
 

主
な

一
般
質
間
に
対
す
る
町
長
答
弁
（
抜粋
）
 

町
発
展
及
び
振
興
対
策
に

つ
い
て
 

農
業

・
商
業
が
著
し
く
低
迷

し
て
い
る
今
日
、
 一
人
で
も
多

く
の
町
民
の
意
見
を
町
政
に
反

映
さ
せ
、
町
活
性
化
へ
向
け
て

の
諸
施
策
に
で
き
る
だ
け
取
り

入
れ
て
ゆ
く
た
め
の
話
し
合
い

の
場
を
設
け
た
い
。
 

具
休
的
に
は
、
農
業
、
商
業

教
育
等
あ
ら
ゆ
る
業
務
に
携
わ
 

▲第124回金木町議会定例会本会議場 



難
四
一王
か回
目
の
 
“楼
桃
忌
懸
 

奪
．
4
”

一
《
ーノ
』1斗
『
‘4‘干
Y滴
線
謡
・
宕
一
 

撫
ク
フ
シ
四
価
久
郎
t
慧
夷
軍
ブ

ー
ム
」
健在
 
』
一
 

▲記念講演する長女津島園子氏 

《
郡

馴

曽
ム
み
た
太
宰
 

▲発刊された 
「かたりべ第七集」 

R,, 馬漸ふるさとき保るa 

③ 金木だよひ田川11111111「 

金
木
町
が
生
ん
だ
作
家
太
宰

治

（
本
名
、
津
島
修
治

）
の
四

十
回
の
 
「桜
桃
忌
」
 
が去
る
六

月
十
九
日
、

芦
野
公
園
太
宰
文

学
碑
前
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
日
曜
日
に
加
え
、
 

好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
 

約
四
百
人
余
リ
の
熱
心
な
太
宰
 

ー
フ
ァ
ン
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
 

ま
ず
、
午
後

一
時
か
ら
太
宰

の
長
女
・
津
島
園
子
さ
ん
（
津

島
雄
二
代
議
士
夫
人

）
が
碑
に

シ
ャ
ク
ヤ
ク
の
花
を
供
え
た
の

に
続
き
、
大
橋
町
長
や
桜
桃

忌

世
話
人

の
小
野
正
文
青
森
中
央

短
大
教
授
、
高
橋
彰
一
津

軽
書

房
社
長
、
県
内
外
か
ら
集
ま
っ

た
若

い
フ
ァ
ン
ら
が
、
次
々
に

献
花
し
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
園
内
自
然
休
養

村
管
理
セ

ン
タ
ー
で
、
園
f
さ

ん
が
今
回
は
じ
め
て
「
む
す
め

か
ら
み
た
太
宰
」
 
と
題
して
記

念
講
演
を
し
ま
し
た
。
そ
の
な

か
で
園
子
さ
ん
は
 
「六
才
の
時

父
が
亡
く
な
り
、
父
親
と
話
ー
一

合
っ
た
記
憶
が
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
私
は
、
父
の
小
説
「
薄
明
」
 

の
中
で
は
じ
め
て
畠
合
っ
た
よ

う
な
気
が

す
る
。
こ
の
小
説
は
、
 

幼
い
頃
失

明
状
態
で
あ
っ
た
私

を
心
の
奥
か
ら
心
配
し
て
書
か

れ
た
も

の
で
、

そ
の
様
子
が

手
に
と
る
よ
う

に
よ
く
理
解
で

き
た
。
 
「
優
し
さ
」
こ
れ
が
太
 

ー
一
 

宰
の
本
質
だ
っ

た
い
‘
ー
と
静

か
に
語
り
、
会
場
い
っ
ぱ

い
に

埋
め
ら
れ
た
人
た
ち
か
ら

は
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
 

約
四
十
五
分
間
の
講
演
後
、
 

フ
ァ
ン
の
人
た
ち
か
ら
簡
単
な

質
疑
応
答
が
あ
リ
、
こ
の
中
で
 

「
父
親
と
似
て
い
る
と
こ
ろ
は

？
・」
の
質
間
の
中
で

は
．
「
と
て

も
照
れ
や
な
と

こ
ろ
か
な
？
」
 

と
語
っ
て
い
ま
し

た
。
 

引
き
続
き
、
生
家
斜
陽
館
で
 

「
太
宰
を
し

の
ぶ
集
い
」
 
が開

か
れ
、
遠
く
兵
庫
県
か
ら

駆
け

つ
け
た
フ
ァ
ン
な
ど
約
六
十
人

が
、
故
人
を
知
る
人
た
ち
と
太

宰
文
学
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
 

し
た
。
 

観
光
振
興
に

つ
い
て
 

恵
ま
れ
た
観
光
資
源
を
い
か

そ
う
と
、
今
年
は
芦
野
公
園
整

備
に
約
五
千
六
百
万
円
を
予
算

化
し
て
い
る
。
 

将
米
的
に
は
芦
野
公

園
の
湖

を
遊
歩
道
で

一
周
で
き
る
よ
う

な
公
園
と
し
た
い
。
 

先
祖
代

々
か
ら
受
け
継
が

れ

て
き
た
貴
重
な
観
光

面
の
財
産
 

ふ
る
さ
と
へ
の
限
リ

な
い
愛

着
と
、
先
祖
か
ら
の
生
活
の
に

お
い
の
泌

み
込
ん
だ
貴
重
な
文

化
遺
産
を
何
と
か
し

て
後
世
に

伝
え
よ
う
と
し

て
発
刊
さ
れ
て

い
る
、
 
「
か
た
リ
ぺ
第
七
集
」
 
 

を
今
後
と
も
維
持
発
展
さ
せ
て

い
き
た
い
。
 

減
反
問
題
に
つ
い
て
 

国
の
減
反
施
策
に
よ
リ
当
町

も
五
百
六
十
二

ヘ
ク
タ
ー
ル
が

減
反
に
な
リ
、

こ
れ
に
係
る
減

収
が
約
四
億
円
に
も
の
ぼ
る
。
 

こ
の
た
め
、
米
に
か
わ
る
増

収
を
図
る
べ
く
、
現
在
農
業
委

貝
会
が
・
王
体と
な
リ
、
大
豆
、
 

麦
、
そ
の
他

い
ろ
い
ろ
な
作
物

を
試
験
作
付
し
、
何
が
い
ち
ば

ん
収
益
に
な
る
か
を
検
討

す
る
 

「試
験
用
田
圃
」
を
考え
て
い
る
。
 

が
こ
の
ほ
ど
嘉
瀬
ふ
る
さ
と
を

探
る
会

（
木
村
治
利
会
長

）
か

ら
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
本
に
関
す
る
間
い
合
わ

せ
は
嘉
瀬
農
協
ま
た
は
木
村
会

長
宅

へ
お
尋
ね
下
さ
い
。
 

湿
結
巽
鷲
裂
嘱
詰
」
鰐
盤
難

、
 

(N
T
T
五
所
川
原
）
 
一
考
え
直
す
ぺ
き
と
こ
ろ

は
考
え
 

一
 

▲たくさんのフアンが献花する太宰碑前 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

,
 

!
 一

直
し
て
町
政
に
反
映
さ
せ
て
い

き
た
い
。
 

艦
鶏
鱗
瞬
（
縦
鰯
麟
 



水
田
農
業
確
立
対
策
推
進
事
策
「
二
三
『
・
『ら
．
・
『
ゲ
ー・
」
 

付
望
の
ガ小
麦
乾
燥
調
製
施
設
念
ル
成
 

必
訓
倉
沸
」
翼
組

済
「
 

～藤枝内水面 
漁業協同組合～ 親貝30kg放流 

昌
一
誓曹『，虜
諸
肩
」“
 

」
 
（
右
”v肌
勲
 

『
 

一
一
 

一
“

言
 

!
 

，
 
、
 

‘
ー
‘
 

③固定資産税は、建てた翌年から

課税されます。 

(2）不動産取得税（県の税） 

①新築したとき 1回だけ県に納y) 

ていただく税金です。 

②納める税金の額は、建築費のお

およそ 3％です。 

この場合も60坪以内ですと、 

建築費から 450万円を差し JIい

た 3％が納める税金ということ

になリます。 

※くわしいことは、役場税務課へお

尋ね下さい。 

合53-211】 内線23(周定資産係） 

つ つ
】
 

建物を建てると税金は？

居住川の家を新築したとき 2つ

の税金がかかリます。 

(1）固定資産税（町の税） 

①建築費（税務課で計算します

が、おおよそ新築した費用と

考えて下さい。）の約 6割が評価

額（課税する台帳の価格）とな

リ、評価額に 1.4 ％をかけたも

のが固定資産税となります。 

②建物の総坪数によってI'.I定資産

税が安くなる特例があリます。 

(60坪以内の場合、おおよそ 2 

I 万円程度31汁川安くなリます。 

~ 60坪をこえると、この特例を 

t 受けることができません。 

税の豆知識 

▲藤枝溜池に阜タニシ，を放流する組合員 

曲 

年
十
ニ
月
か
ら
建
設
着
手

し
て
い
た
川
倉
第

一
営
農
組
合
 

（
三
潟
成
太
郎
組
合
長
）
小
麦

乾
燥
調
製
施
設
が

こ
の
ほ
ど
完

成
し
、
六
月
二
十
四
日
大
橋
町

長
、
中
谷
金
木
農
協
組
合
長
ら

約
四
十
五
名
が
出
席
し
修
抜
式

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

総
工
費
約
五
千
七
百
万
円
で

建
設
さ
れ
た
こ
の
施
設
は
、
国

の
水
田
農
業
確
立
対
策
推
進
事
 
 

業
で
整
備
さ
れ
た
も

の
で
す
。
 

い
ま
ま
で
転
作
さ
れ
た
麦
は
、
 

自
家
製
米
乾

燥
機
を
使
用
し

た

リ
、
他
町
村
の
業
者
へ
乾
燥
委

託
さ
せ
て
き
た
が
、
今
回
導
入

さ
れ
た
小
麦
乾
燥
調
製
機

に
よ

り
、
 一
日
二
百
俵
以
上

（
約
四

ヘ
ク
タ
ー
ル
分
）
の
乾
燥
処
理

が
可
能
に
な
り
、
今
後
、
麦
の

転
作
定
着
化
、
生
産
コ
ス
ト

軽

減
等
に
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。
 

除
草
剤
な
ど

農
薬

の
普
及
に

よ
り
、

近
年
す
っ

か
リ
い
な

く
な
っ

た
 
“タ

ニ
シ
4
を
も

う
一
度
復

活
さ
せ
よ
う

ー
 

と
、

藤
枝
内
水
面
漁
業

協
同

組
合

（
外
崎
明
組
合
長
）
で
は

こ
の
ほ
ど
、
芦
野
公
園
藤
枝
溜

池
に
タ
ニ
シ
約
三
十
キ

ロ
グ
ラ

ム
の
親
貝
を
放
流
し
ま
し
た
。
 

放
流
さ
れ
た
タ

ニ
シ
は
、
藤
枝

内
の
排
水
堰
か
ら
取
リ
上
げ
ら

れ
た
も
の
で
、
平
均
体
長

三
・

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
十
 

一
 

八
グ
ラ
ム
で
、
 一
匹
の
メ
ス
貝

か
ら
約
三
十

ー
四
十
個
の
稚
貝

が
産
卵
さ
れ

る
そ
う
で
す
。
今

回
放
流
さ
れ
た
メ
ス
貝
は
こ
の

内
約
十
ニ
そ

ロ
グ
ラ
ム
で
、
単

純
計
算
で
も
約
ニ
万
匹
の
稚
貝

が
産
ま
れ
る

こ
と
に
な
リ
ま
す
。
 

こ
の
稚
貝
が
親
貝
に
な
る
ま
で

は
約
十
四
カ
月
位
か
か
る
そ
う

で
、
米
年
の
夏
頃
は
、
 
“
タ

ニ
 

・

ン
が
い
っ
ば
い
の
溜
池
カ
 
に
な

る
よ
う
 
大

い
に
期
待
が

さ
れ
ま
す
。
 

m'III川町~川金木だより ④ 

▲総工費約5.700万円で完成した小麦乾燥調製施設 

~7月の納税～ 
固定資産税2 

期、国民健康保
険税1期の納期
限は、7月31日
です。 
早目に納めま 

	ノ 
しょう。 
、 ×

 

》タ
ニ
シ
ー
復
活の
願
い
を
こ
め
て
コ
 

L
 
/
 



弔
 編’演会 

一
 

力
国
際
結
婚
で
ス
テ
キ
な
人
生
4
 

一
 

●

お
見
合
い
希
望
者
募
集
し
て
い
ま
す
サ
 

”ーー”’n‘皆 'I 

町
で
は
現
在
、

フ
ィ
リ
ピ

ン
女
性
と
結
婚

し
た
い
方
の

お
見
合
い
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
 

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
日
本

の
男
性
と
結
婚

し
た
い
希
望

の
女
性
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
 

も
し
、
金
木
町
民
で
、
す
て
 

き
な
フ
ィ

リ
ピ
ン
女
性
と
結
一

婚
し
た
い
意
志
の
あ
る
方
は

役
場
企
画
室

ま
で
お
知
ら
せ

下
さ
い
。
 

あ
な
た
の
幸
せ
な
人
生
の

た
め
に
お
手
伝
い
致
し

ま

す
。
 

（
公
h
三
ー
ニ
．

一
一
内
線
4
0)
 

。
 

▲昨年結婚された今さん宅で大橋町長と 

かわいい阜長男・ー輝ちゃん阜（生後 3 カ月）も生まれて、 

とても幸せそうでした0 

幼
い
頃
貧
し

く
て
買
っ

て

も
ら
え
な
か

っ
た
ハ
ー
モ

ニ
カ
の
代
り

に
覚
え
た
ク

草
吹
え
・
を

披
露
し
、
会

場
い
っ
ば
い

に
埋
め
ら
れ

た
人
た
ち
か

ら
盛
ん
な
拍

手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
 

▲熱弁する桂小金治さん 

会
 
会
場
超
満
員
ノ
三
五
〇
人
 

演
 

ー
金
木
町
商
工
会
館
大
ホ
ー
ル
5
 

」
師
 
去
る
六

月
二
十
 
験
し

た
人
生
の
教
訓

」
 
で
 小
 

.）
リ
 
日
、
テ
レ
ビ
番
組
一
そ
 

金
治
さ
ん
か
こ

れ
ま
で
体
験
し
 

v
．
 
れ
は
秘
密
で
す
」
 
の
 
た
人
生
の
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か

上
士
 
司
会
者
、
桂
小
金
治
 
ら
、
“
人
は
努
力
の
上
に
辛
抱
仁
 

”
 
講
演
会
（
金
木
町

商
 
“
人
は
人
の
心
に
花

一
輪
一
、“
経
 

」
 

工
会
主
催
）
が
商
工
 
験

に
勝
る
学
問
な
し

ー
と
力
強
 

n
 

会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
 
い
熱
弁
が
印
象

的
で
し
た
。
 

わ
〉
 
灘

さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
四
十
年
余
り
も
別
れ
 

「i
i
『
 

こ
の
日
は
、
ク
も
ら
 

別
れ
と
な
っ
た
親
子
の
数
奇
な

三
ン
 
い
泣
き

の
小
金
治
さ
 
述
命
の
一
例
を

番
組
の
中
か
ら

井
勝
 
ん
を

一
目
み
よ
う
・
 
紹
介

し
、
会
場
内
で
は
、
お
も

に
 

と
、
多
数
の
町
民
が
 
わ

ず
目
頭
を
押
さ
え
る
人
も
・
・
、
 

験
 

会
場
に
入
り
き
れ
な
 
聞

く
人
の
心
を
把
え
て
離
さ
な

経
 

い
程
集
リ
ま
し
た
o
 

い
、
人
間
味
あ
ふ
れ

る
豊
か
な
 

演
題
は
、
「
私
の
体
 
話

力
は
さ
す
が
天
下
逸
品
。
 

最
後
に
、
 

町
民
三
十
四
名
の
訪
中
団
は
、
 

六
月
十
日
元
気
に
帰
町
し
ま
し

た
。
無
錫
市
か

ら
歓
待
さ

れ
、
友
好

の
交
流
セ
レ
モ

ニ
ー
を
終
え
た

一
行
は
、
 

市
内
を
見

学
、
蘇
州
、
上

海

へ
と
歴
史

の
街
で
中
岡

文
化
を
見
聞
し
ま
し
た
。
 

中
国
は
、
自
然
が
雄
大

で
美
し
く
、
公
園
は
整
備

さ
れ
、
名
所
旧
跡
が
実
に

多

い
。
大
陸
を
縦
断
、
市

街
地
を
流
れ
る
大
運
河
は
、
 

今
か
ら
千
三
百
八
〇
年
前

に
ひ
ら
か
れ
た
と
聞
く
、
 

驚
く
べ
き
文
化

遺
産
の
宝
 
 

庫
で
あ
っ
た
。
 

現
在
の
中
国
は
、
彼
等
が
可
フ
 

よ
う
に
発
展
途
上

の
国
で

あ
る
。
冷
蔵
庫
を
持
っ
て

い
る
者
は
限
ら
れ
、
 一
般

家
庭
で
は
洗
濯
機
も
無
い

生
活
だ
と
聞
く
、
し
か
し
、
 

人
び
と
は
明
る
く
、
楽
し

く
暮
し

て
い
る
。
何
故
な
 

の
か
 

日
本
人
は
、
 

今
も
こ
の
国
に
学
ぶ

こ
と

が
多
い
と
思
う
旅
行
で

あ

っ
た
。
 

訪
中
し
た
団
員
か
ら
、
 

感
想
文
が
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
の
で
、
文
集
に
ま
 

と
め
役
場
町

民
ホ
ー
ル
に

備
え
付
け
て

い
ま
す
。
 

古
来
、
日

本
文
化

に
影

響
を
与
え
た

中
国
を
学
ぶ

上
で
、
お
役

に
た
つ
と
思

い
ま
す
。
 

ど
う
ぞ
、
 

自
由
に
ご
覧

に
な
っ
て
く
 

だ
さ
い
。
 

⑤ 金木だより川~川―川mIIII 

学び多かった中国訪ば 

▲訪中団ー行無錫市庁前で記念撮影 



"'“川 II川皿！金木だより ⑥ 

津軽の火祭り開催される 

●後援 

7 月30日（げP後6時～9時（雨天決行） 

金木町役場前特設会場 	 ●主管 

金木あすなろ商店会通リ 

（歩行者犬国） 	 ●後援 

金木町・金木町商工会 

⑩ 本部 

	、「〔歩行者天国〕 町内ー円 

●夜h'i市 あすなろ商店会による路上ワゴンセール 

●ちびっこ天国手づくりコーナー、ゲームコーナー他 

●郵便展 2 カ所にて実施 

●NTTふるさと展 

●スナックラリー（金木町青年団主催） 

. 
T 

「〔歩行者天国案内図〕 

【 li  

鳳16 :o0- 6: 30ノぐレード

理‘に30~ 9:00歩行者天匡I 
=］歩行者天国 

●：りけ歩め誘導地点 

~’、レード進行方向 

小 
川 
三iI 

'I 

町 

!"”●“I""""”・‘""”・”“”・‘""‘・ 	・'II“・・“"""""’・”””・’"" ’・”■“ '""""""’・“"”・‘I'll吐 
． 	 ‘ 

~唄や踊りに大喜び’ 
町老人クラブ嘉瀬支部が 

= 

"""""'""'I"i・ii is.. u iii u‘・ ii u I. 

あしの園慰間 

ス
な
ど

を
約
一
時
間

に
わ
た

っ
て
披
露
。

多
種
多
様

の
芸

に
お
年
寄

り
た
ち

は
大
喜
び

で
し
た
。
 

こ
の
後
、
 
一
行
は
「
大
変

喜
ん
で
も
ら
っ

た
。
私
た
ち

も
、

こ
れ
で
芸
を

み
が
く
励

み
が
で

き
た
。

七
月
ニ

十
日

に
は
中
里

町

の
静
和
園

を
慰

間
す
る
予
定

に
な
っ

て
い
る

が
、

ぜ
ひ
ま
た
こ
の
機

会
を

も
ち

た
い
』
 
と
再会
を
誓

い

ま
し

た
。
 

唄
と
踊
リ
で
楽
し

ん
で
も
ら

う
と
、

去
る
六
月
十
五
日

に
町

老
人
ク
ラ
ブ
嘉
瀬
支
部

（
木
村

金
利
支
部
長
）

の
芸
能
部
が
、
 

缶
ジ
ュ

ー
ス
八
十

本
を
手

み
や

げ
に
川
倉

の
特
別
養
護
老
人

ホ
 

ー
ム
 
「あ
し
の
闘

」
 
の
お
年
寄

リ
を
慰
問
し

ま
し

た
。
 

こ
の
日

は
、
同
芸
能
部

十
八

名
の
一

行
が

ふ
だ
ん
町
中
央

老

人
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
練
習
し
で

い
る
民
謡
や
手
踊
り
ま

た
ダ

ン
 

画
 

	ノ 

〔イベントEVENT) 
●火祭りノfレード”り1勺一円午竺g 

●東北太鼓合戦 

本邦初公開ク地吹雪太鼓披露 

大館曲げわっぱ太鼓ノ弘前じょっぱり太鼓 

森日」イi神太鼓／金木さなぷり荒馬 

に組難子同志会金木支部 

●はしご車試乗（予定） 

●北彩紀行PRコーナー 

●ニッカシードルガーデン 他 

00 
30 

役場前セッティング図 

INTII 

歩 行 者 天 国 

下 
商
工
会

館
 

~玄関、 

ID 

I 
⑩ 

イ
ス
席
 

《
 

白
鵬
 。

 

" 

．
‘
 既 

l万 

津軽の火祭リ実行委Ii会 

金木あすなろ商店会・金木町青年 ●協賛 

団・ラプリー金木 	 ●協力 

県観光連盟・弘南バス・津軽鉄道 

金木農協・金木郵便局・NTT金 ●!!""JI 

木電話局 

ニッカウキスキー（梯 

金木交通指導隊・金木消防署 金 

木凧の会 

ステージクラフト 

●日時 

●場所 

●i:fIfl 

冬に地吹雪●春に桜吹雪●夏に火吹雪 	大地に響きわたる太鼓の競演 



昭和63年度 弘前大学農学部
公開講座受講者募集 

農学部の研究は、農家し含めて地域

住民の生活などと、どのようなかかわ

リをもっているのでしょうか。それぞ

れの専闘の立場から、わかリやすくお

話しします。 多数の御参加をお待ちし

ておリます。 

◆」切日 8月26日～30日（日曜日除く） 

◆場所 弘前大学農学部402講義室 

◆募集人貝 50名（募集人員に達し次 

第締め切リます。） 

◆ Ill込先 弘前市文京区 3 
弘前大学農学部 

◆受付期限 8 月10日まて‘ 

◆中込方法 受講料を添えて受付期限

内に中込み下さい。 

◆受講料 4.200円 

◆修了証書 講義時間の 3分の 2以上 

出席の方に授与します。 

巌この公開講座の詳細については、 

弘前大学農学部庶務係まで 

ft0172-36-2111 内 l4604 

河川愛護モニターの公募について 

カ月分支給されます。 

娯詳しいことは、役場町民課（丑53ー 

2111内線16) 又は五所川原募集事務 

所（廿35一2305）へお尋ね下さい。 

建設省青森工’ド！ド務所では、河川愛 

護モニターを募染しています。 

◆活動内容 

II常生活の範囲内で知リ得た、ゴミ 

の不法投棄や河川についての異常を 

発見した場合の通報等 

◆活動範囲 岩木川右岸 

◆応募資格 

河川にI処［二のある20オから60才までの方 

◆募集人lI l名 

◆報 酬 月4.500円程度 

◆応募期限 8 月1511 

※応募方法 

官製はがきに、住所、氏名、年令職 

業、電話番号を記入の上、下記あて 

にお送リ ドさい。 

〒030 青森市中央三丁目20-38 

建設省青森工」ド事務所 

か 0177-34-4521 

第 7回 
「青森県コミュニティ作文・提言コンクール」 

青森県では、次代を担 1中学生、高 

枚生及びー般住民がコミュニティ活動 

の意義や重要性についての理解を深め、 

意見や提言を求めることを目的とした 

作文を募集しています。 

◆対 象 

県内在住の中学生、高校生及び―般 

（大学生も含む） 

◆テーマ 

r」lIl域に日を向けて」 （題はI！はI) 
◆原稿枚数 

400字詰原稿用紙3~5枚 

◆募集期I川 

7In5日～ 8 月31日（当日消印有効） 

◆j基付‘光 

金本町役場企画室 

認 1暴 シルバーなんで 

“、シルバーなんでも相談．では、明

るく健やかな老後のくらしのため、高

齢者やその家族の抱える福祉、保健、 

生きがいなどに関する心配ごと、悩み

ごとの慕I談にお応えします。また、日

常生活に便利な福祉機器を常設展示す

るとともに高齢者に関する情報を提供

します。 

お気軽にご利用下さい。 

	tいドの内容 

・電話、米所などによる相談に応ヒま

す。 

・相談はいずれも無料です。 

・個人の秘密は固く守リます。 

〒030 青森市新町二 1目 4 番36号 県 

社会福祉会館 3階 

青森県高齢者総合相談センタ”一 

雪 0177 (35) I165し'、'老(4 
r 	 つ 

1原爆投下日に黙とうのご協力を 
L 	 

8)16日及び91-I両 Hの広島・長崎に原 

爆が投下され下ilI」の[1時に、1分1111の黙と 

うを俸げるようご協力をお願いします。 

◆ 8 月 6日（広島） 

午前 8時】5分からl分川I 
◆ 8 月 9 日（長崎） 

午前II時 2分からl分till 

⑦ 金木だよひ"I'll“川“ II, 

        

         

         

         

シートペルト着用推進運動 食品衛生週問 
(8月 I 日一31日） 	(8月 I 日-.7日） 

r 

I 東京消防庁消防官採用試験 
L 	  
◆採川 f定人貝 約85名 

◆受験資格 

昭和36年 4 月 2日から昭和 4 月1日 

までに生まれた男子 

なお、大学卒業者及び火学見込者は 

受験できません。 

◆第一次試験 

束京 昭和63年 9月25日（II) 

青森 昭和63年 9 月2811（水〕・ 

◆第二次試験 

盛岡 昭和63年11月10日（滑 

◆巾込期棚 

昭和63年 8 月2213~8月29 Fl 士てン 

◆受験中込書の請求及び申込先 

封筒の表に 「i肖防官（Ill類）採用試験 

受験申込書請求」 と朱記し、170円 

切rを貼った宛先明記の大型の返借 

封筒(33cmX24cni以上 ・ A4 サイズ） 

を同封のうえ、 

〒 100 東京都「・代田区大乎町ー丁目 

3 番 5 号 束京消防Ii”人」」‘部人事課 

採川係まで請求・申込みしてくださ 

、‘。  

◆待遇（給与） 

4 	III 	時 	139.5901'J 

消防学校卒業後 約165.908円 

自衛官 2等陸悔・空士志願案内 

I.・受付期間 

受付は年町を通じて行っておリます。 

ただし、昭和64年 3 月高校予定者は、 

文部・労働'"Ii 省から示された期U以 

降選考を開始します。 

2.応募資格 

日本川籍を有し、採川予定日の1日 

現在18歳以上25歳米満の男子 

3．待遇 

・身分 

特別職国家公務員です。 

・給与 

(l)初1r:給 JI 1(l 112 .400PI、 9 カ 11-
12カ月たてlどl等陸ー海・空 L 

に昇任し、122,200円 

(2）期未・勤勉 F当（ボーナス）は年 

1111 .3 回(3月0.5カ月分、 6 月1.9 

力月分、12月2.5カ月分）合計4.9 



り
、
緊
急
手
術
の
た
め
危
険
も

高
く
な
リ
ま
す
。
 

こ
こ

一
〇
年
問
で
は
二
五
例

の
（
ル

ニ
ア
激
頓
が
あ
り
、
う

ち
小
児
は
七
人

（
す
べ
て

一
歳

未
満
）
、
最
高
齢
は
八
八
歳

の
．
 

老
人
で
し
た
。
 

幼
児
で
は
、
団
休
の
生
活
に

人
る
前
に
、
小
学
生
で
は
夏
休

み
な
ど
利
用
し
て
手
術
を
受
け

ら
れ
た
方
が
よ
ろ
し

い
と
思
い

ま
す
。
 

敢
後
に
手
術
を
受
け
た
人

の

一
言
。
 「長
い

こ
と
心
配
し
て

い
た
が
、
手
術
し
て
さ
っ
ば
リ

し
た
 戸

籍
の
窓
 

六

月
届
出
 

お
め
で

と
う
 

野
宮
 
隆
伸
（
一
穂

工
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琴
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守
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其
川
 

学
（
仲
功

野
宮
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喜
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直
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鳴
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幸
憲

津
島
 
知
歩

（
英
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潮
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（
違
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ま じ め ま お
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角
田
 
康
・
 
久
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木

中
谷
 
陸
美
 
進
 
川
 
倉

木
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純
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文
雄
嘉
 
瀬

今
 
千

秋
久

雄

中
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野
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．
一
建
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川
 
倉
 

喜
良
市
 

金1リ
 
嘉
 

木
倉
瀬
 

"
 

金
嘉
川
 
木
瀬
倉
 

"
 

て
 

し
 

1

丘L
r

」
，
 

5 112611生まI' 
体ik 3.100グラム 
金木 米町 
野宮 ー・穂さんの次男 

" 

たかのぷ 

隆伸ちゃん 
6 111311生まれ 
休垂 3.842グラム 
金本 若松町 
津島 英実さんの長女 

:w 
ち ほ 

知歩ちゃん 

繰
維
」
「
 

霧
＼『
蕊
「
 

霧
）
蒜

癖
千
恵
讐・

 
五
所
川
原
市
 

金
．
木

千
 
葉

嘉
良
市
 

五
所
川
原
市
 

嘉
 
瀬

嘉
 
瀬

新
潟
県
 

お
＜
や
み
 

人
ロ
と

世
帯
 

6月30日現在 前年同月比 

6,544 -109 

7,106 	-135 

13,650 -244 

3,921 	+ 2 

男
 
女
 
計
 

世
 

柵
簿
 

体
の
外
か
ら
触
わ
っ

て
分
る

病
気

の

ー
つ
に
ヘ
ル

ニ
ア
が
あ

り
ま
す
。
当
院
で

は
最
近

一
O
 

年
間
で
三
O
五
例
の
手
術

例
が

あ
り
ま
し
た
。
 

町
村
別
で
は
、
金
木
町
の
人

が
四
割
、
中
里
三
割
、
卓
力

一

割
、
次
い
で
市
浦
、
稲
垣
、
小

泊
の
順
で
し
た
。
 

年
齢
を
み
る
と
、
約
六
制
は

一
〇
歳
未
満
の
子
供
で
あ
リ
ー
 

歳
米
満
の
乳
児
も
四
六
人

い
ま

し
た
。
逆
に
八
O
歳
以
上
の
か

た
も
七
人
お
ら
れ
ま
し
た
。
 

現
在
当
科
で
は
、
 ヘ
ル
ニ
ア

手
術

の
場
合
次
の
よ
う
に
行
っ

て
ま
す
。
 

〈
小
児
〉
 

外
来
で

一
般
検
査

（
採
血
、
 

胸
部
写
真
等
）
後
、
手
術
日
を
 

!
I
 

J
 

決
め
、
そ
の
日
の
朝
入
院
し
、
 

午
後
か
ら
手
術
を
行

い
、
変
り

な
け
れ
ば
翌
日
退
院
と
し
て
お

り
ま
す
。
 
一
週
間
後
に
外
来
に

一
度
き
て
も
ら
い
ま
す
。
 

〈
大
人
〉
 

手
術
日
前
日
の
朝
入
院
、
 ．

 

般
検
査
を
行

い
、
翌
日
午
後
に

腰
稚
麻
酔
で
手
術
し
、
 
一
週
間

後
の
抜
糸
ま
で
は
入
院
し
て
も

ら
い
ま
す
。
六
歳
以
下
の
場
合

や
大
人
で
も
特
殊
な
場
合

に
は

全
身
麻
酔
で
手
術
を
行
い
ま
す
。
 

ヘ
ル
ニ
ア
で

一
番
問
題
と
な

る
の
は
、
出
た
ま
ま
引
っ

こ
ま

な
く
な
り
痛
み
を
伴
う
も

の
で

す
（
ヘ
ル

ニ
ア
巌
頓
）
。腸
が
山

た
場
合
、
そ
の
ま
ま
で
は
腸
閉

塞
に
な
リ
、
場
合
に
よ
っ
て
は

腸
を
切
除
す
る
事
も
必
要
と
な
 

ー
あ
な

た
の
善

意
J
 

金
木
町
南
新
町
の
ロ
ビ

ン

洋
装
店
で
、
恵
ま
れ
な
い
方

の
為
に
役
立
て
て
下
さ
い
。
 

ー

と
金
木
町
社
会
福
祉
協

議
会

へ
衣
類
四
十
八
点
を
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。
 

‘
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
し
 

ー
 
お
わ
び

◆
ー
 

金
木
だ
よ
リ
六
月
号
中
、
 

「
母
校
ヘ
ビ
ッ
グ

な
プ
レ
ゼ

ン
ト
」
 
の
中
で
、斉
藤
重
清

さ
ん
が
重
勝
に
、
ま
た
、
「
お

し
あ
わ
せ
」
の
中
で
、

中
谷

敏
彦
（
リ
セ
）さ
ん
金
木
が
、
 

中
谷
敏
彦
（
利
通
）
川
倉
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
訂
正
し
て

お
詫
び
致
し
ま
す
。
 

ノ
 、

ー
 
ー係
か
ら

ー

J
 

皆
さ
ん
の
身
近
で
ホ
ッ
ト

な
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
役
場
企
画
室
広
報
広
聴

係
ま
で
。
 

"lIlHIH川川川金木だより ⑧ 

最
近

一
〇
年
間
で
 

金
木
病
院
で

は
一一一
 
〇五
人
が
手
術
す
る
 

(
 

一
 


